
主目的 4 15 3

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　貴重な歴史遺産を調査し、基礎資料を作成、後世に残すための整備をおこなう。

内容

（手段）

◆25年度実施内容

・発掘調査　（主郭地区第６次　計322㎡）

　史跡小牧山整備計画基本構想に基づき、保護と活用のバランスのとれた整備を進めるとともに、発

掘調査を実施して整備のための基礎資料を収集した。

・主郭地区第６次発掘調査ビデオ記録撮影

　今後の石垣復元整備のため、石垣の状態をビデオ撮影し、記録として残した。

・歴史館等給水施設改修工事

　歴史館等への給水ポンプを新設し、給水管を設置した。

・史跡小牧山防犯カメラシステム改修工事

　史跡小牧山の防犯カメラシステムを改修した。

　発掘調査は職員が中心となり、アルバイト作業員を指揮して調査、記録、保存を実施。その他、発掘

調査現地説明会の実施や補助金の申請業務等各種所手続きを行った。

◆25年度直接経費の内訳

　監理委託料（歴史館給水施設の建築に伴う監理）（378千円）
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　監理委託料（歴史館給水施設の建築に伴う監理）（378千円）

　測量設計委託料（旧本庁舎跡地の整備実施設計）（1,995千円）

　測量委託料（三次元計測）（9,970千円）

　ビデオ記録撮影委託料（418千円）

　史跡小牧山整備工事（歴史館等給水施設改修、防犯カメラ改修）（9,549千円）

　発掘調査埋戻し等工事費（1,835千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、旅費、消耗品費等（7,711千円）

◆26年度直接経費の内訳

　（仮称）史跡センター整備基本構想策定委託（2,000千円）

　測量設計委託料（旧本庁舎跡地の整備実施設計）（3,532千円）

　測量委託料（三次元計測）（6,400千円）

　ビデオ記録撮影委託料（1,000千円）

　史跡小牧山整備工事（園路修繕）（13,600千円）

　発掘調査埋戻し等工事費（2,900千円）

　その他、発掘調査作業員賃金、旅費、消耗品費等（24,556千円）
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事業の

達成状況

　平成23年度から引き続き、主郭（小牧山山頂部）の発掘調査を実施して、織田信長

が築いた小牧山城の石垣が良好な状態で残っていることが確認されるなど、今後の

整備に向けた基礎資料を収集をすることができた。また、整備について関心を高めて

いただくために、発掘調査の現地説明会を実施した。
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事業実施におけ

る課題

　発掘調査後、史跡整備実施までの間、遺構の保護のため一時的に埋め戻してある

が、その理由が市民に理解されず、対応に苦慮している。
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一次評価のとおり。拡　大

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

拡　大

　より多くの方々に史跡小牧山の歴史的価値について認識してもらう。また、調査成

果のみではなく、発掘調査を行うことそのものの意味、遺構の保護、史跡の整備など

の基本的な部分についても積極的にＰＲし、今後の調査・整備につなげていく。
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２７年度以降

の改善案

主郭地区以外の発掘調査を順次進め、遺構の解明に努めるとともに、情報を積極的

に発信して整備について理解を求め、小牧山全体への関心を高めてもらう。
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果果果果

史跡小牧山の発掘調査が進み、永禄・天正期の小牧山の姿が明らかになりつつあ

り、今後は歴史館周辺の石垣の整備や本庁舎跡地地区の整備を行い、史跡小牧山

を本来の姿に戻すことで歴史的価値を高めていくため。

判定理由

郷土の誇りとなるべき小牧山の歴史的価値を高めることができない。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


